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あ
り
が
と
う　

水
上
中
学
校

水
上
中
学
校
76
年　

５
７
０
３
人
の
歴
史

昭和 27 年落成

昭和 34 年落成
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水
上
中
学
校
校
歌

山
口
白
陽　

作
詞

滝
本
泰
三　

作
曲

一　

大
球
磨
の
川
の
水
上

谷
々
を
め
ぐ
る
流
れ
は

不
知
火
の
海
と
は
る
け
く

生
産
の
力
は
ぐ
く
む

お
お
我
ら
こ
こ
に
学
べ
り

二　

市
房
の
尾
根
の
朝
焼

影
ふ
か
き
ダ
ム
の
湖

静
か
な
る
山
の
大
気
に

躍
進
の
音
は
と
ど
ろ
く

お
お
我
ら
こ
こ
に
幸
あ
り

三　

吹
き
な
び
く
風
も
緑
に

こ
だ
ま
呼
ぶ
若
き
コ
ー
ラ
ス

肩
く
め
ば
希
望
あ
ふ
れ
て

青
春
の
夢
は
は
ば
た
く

お
お
我
ら
こ
こ
に
栄
あ
り

水
上
中
学
校
の
沿
革

昭
和
22
年
度

昭
和
27
年
度

昭
和
28
年
度

昭
和
34
年
度

昭
和
35
年
度

昭
和
42
年
度

昭
和
47
年
度

昭
和
55
年
度

昭
和
59
年
度

昭
和
60
年
度

平
成
３
年
度

平
成
４
年
度

平
成
９
年
度

平
成
21
年
度

平
成
22
年
度

平
成
23
年
度

令
和
３
年
度

令
和
４
年
度

水
上
中
学
校
創
立
（
岩
野
小
学
校
・
湯
山
小
学
校
。

古
屋
敷
小
学
校
に
分
校
設
置
）
４
月
23
日
開
校
式

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
開
始

新
校
舎
落
成
式

校
章
制
定

新
校
舎
第
１
期
工
事
落
成
式

旧
校
地
に
お
け
る
廃
校
式
・
新
校
地
に
お
け
る
入
学
式

運
動
場
第
１
期
完
了
・
前
庭
整
地
・
植
樹

ミ
ル
ク
給
食
開
始

完
全
給
食
開
始

プ
ー
ル
完
成

部
室
棟
完
成

日
本
一
の
桜
の
学
校
を
目
指
し
て
始
動

桜
１
１
３
本
運
動
場
北
側
斜
面
球
磨
川
沿
い
に
植
樹

校
訓
「
自
立　

創
造　

協
調
」
制
定

新
校
舎
落
成
式

群
馬
県
水
上
中
学
校
姉
妹
提
携
校
交
流
（
修
学
旅
行
）

開
始

頭
髪
自
由
化
完
全
実
施

文
部
科
学
省
・
熊
本
県
教
育
委
員
会
指
定
人
権
教
育

研
究
指
定
校
研
究
発
表
会

プ
ー
ル
移
転
落
成
式

エ
ア
コ
ン
室
内
空
調
設
備
設
置

群
馬
県
水
上
中
学
校
姉
妹
提
携
校
交
流
終
了

３
月
11
日
閉
校
式

水
上
中
学
校
を
母
校
と
す
る
卒
業
生
５，

７
０
３
人

を
輩
出
し
76
年
の
幕
を
閉
じ
る



　

３
月
11
日
（
土
）、
水
上
中
学
校
閉
校
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
式

は
２
部
構
成
で
行
わ
れ
、
第
１
部
で
は
各
種
関
係
者
の
挨
拶
や
生
徒
代

表
の
こ
と
ば
、
校
旗
返
納
が
行
わ
れ
、
第
２
部
で
は
、
水
上
中
学
校
元

校
長
で
熊
本
工
業
高
校
野
球
部
の
監
督
を
務
め
、
甲
子
園
出
場
の
経
歴

を
も
つ
山
口
俊
介
さ
ん
の
特
別
講
演
会
や
思
い
出
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
、
記

念
植
樹
、
記
念
碑
の
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

76
年
の
歴
史
の
中
で
数
々
の
歴
史
を
紡
い
で
き
た
水
上
中
学
校
。
そ
の

跡
地
に
は
、
義
務
教
育
学
校
水
上
学
園
が
開
校
し
ま
す
。
そ
の
伝
統
を
残

し
つ
つ
、
新
し
い
歴
史
と
未
来
を
切
り
開
い
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

㧟ᐕ㧟   no.616 �ᐢႎ



� 㧟ᐕ㧟   no.615ᐢႎ



�㧟ᐕ㧟   no.616ᐢႎ

あ
り
が
と
う　

湯
山
小
学
校

湯
山
小
学
校
１
４
８
年　

２
１
７
６
人
の
歴
史

平成元年　旧校舎

大正 14 年　旧校舎二階建校舎落成



� 㧟ᐕ㧟   no.616ᐢႎ

湯
山
小
学
校
校
歌

山
口
白
陽　

作
詞

犬
童
球
渓　

作
曲

一　

真
澄
め
る
空
に

　

そ
び
え
た
つ

彼
の
市
房
を

　

仰
ぎ
見
よ

世
の
起
き
伏
し
に

　

ゆ
る
が
ざ
る

吾
等
が
希
望

示
さ
ず
や

二　

流
れ
は
る
け
き

　

球
磨
川
の

そ
の
源
を

　

訪
ね
か
し

時
の
に
ご
り
に

　

な
じ
ま
ざ
る

吾
等
が
志
操

映
さ
ず
や

湯
山
小
学
校
の
沿
革

明
治
８
年
（
１
８
７
５
年
）

大
正
元
年
（
１
９
１
２
年
）

昭
和
10
年
（
１
９
３
５
年
）

昭
和
22
年
（
１
９
４
７
年
）

昭
和
27
年
（
１
９
５
２
年
）

昭
和
36
年
（
１
９
６
１
年
）

昭
和
44
年
（
１
９
６
９
年
）

昭
和
46
年
（
１
９
７
１
年
）

昭
和
50
年
（
１
９
７
５
年
）

平
成
元
年
（
１
９
８
９
年
）

平
成
２
年
（
１
９
９
０
年
）

平
成
３
年
（
１
９
９
１
年
）

平
成
８
年
（
１
９
９
６
年
）

湯
前
尋
常
小
学
校
分
教
室
と
し
て
創
設

の
ち
本
村
２
８
９
番
地
に
移
動　

湯
山
尋
常
小
学
校

と
称
す

現
保
育
所
に
新
築
移
転

湯
山
青
年
学
校
併
設

水
上
中
学
校
湯
山
分
室
併
設
６
学
級

水
上
中
学
校
湯
山
分
教
室
併
設
廃
止

新
校
舎
竣
工
、
体
育
館
落
成

文
部
省
研
究
指
定
校
指
定
「
ク
ラ
ブ
活
動
」

文
部
省
研
究
指
定
校
指
定
「
保
健
調
査
」

プ
ー
ル
落
成

創
立
１
０
０
周
年
記
念
式
典

文
部
省
研
究
指
定
校
指
定
「
奉
仕
等
体
験
学
習
」

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
普
及
事
業
協
力
校
委
嘱
（
２
年

〜
４
年
）

文
部
省
研
究
指
定
校
指
定
「
道
徳
教
育
推
進
事
業
」

第
１
回

湯
山
サ
ミ
ッ
ト
開
催
（
人
づ
く
り
振
興
会
）

平
成
10
年
（
１
９
９
８
年
）

平
成
11
年
（
１
９
９
９
年
）

平
成
17
年
（
２
０
０
５
年
）

令
和
２
年
（
２
０
２
０
年
）

令
和
３
年
（
２
０
２
１
年
）

令
和
５
年
（
２
０
２
３
年
）

新
校
舎
・
体
育
館
落
成

文
部
省
研
究
指
定
校
指
定
「
保
健
調
査
」

九
州
地
区
へ
き
地
教
育
研
究
大
会
・
学
校
別
分
科
会

校
旗
寄
贈
、
新
プ
ー
ル
落
成

文
部
大
臣
奨
励
賞
受
賞
伝
達
式

く
ま
も
と
ア
ー
ト
ポ
リ
ス
推
進
賞
受
賞

湯
山
小
学
校
緑
の
少
年
団
発
足

ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
改
修
工
事

電
子
黒
板
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
・
充
電
保
管
庫
設
置

校
舎
外
壁
及
び
体
育
館
外
壁
改
修
工
事

屋
内
運
動
場
災
害
復
旧
工
事

岩
野
小
学
校
、
水
上
中
学
校
と
統
合

「
水
上
村
立
水
上
学
園
」
と
な
る
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３
月
12
日
（
日
）、
湯
山
小
学
校
閉
校
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
は
３
部
構
成
で
行
わ
れ
、
第
１
部
で
は
各
種
関
係
者
の
挨
拶
や
校

旗
返
納
、
第
２
部
で
は
太
鼓
演
奏
や
児
童
の
ダ
ン
ス
、
こ
れ
ま
で
長

年
携
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
方
々
へ
感
謝
状
が
送
ら
れ
、
第
３
部
で

は
、
記
念
碑
の
除
幕
式
や
バ
ル
ー
ン
リ
リ
ー
ス
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
に
は
、
高
城
公
園
で
「
あ
り
が
と
う
湯
山
小
学
校
の
会
」
が

開
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
を
懐
か
し
そ
う
に
語
り
な
が
ら
、
会
の
途

中
で
は
何
度
も
校
歌
や
市
房
音
頭
を
踊
り
名
残
を
惜
し
み
、
最
後
に
は

み
ん
な
で
肩
を
組
ん
で
湯
山
小
学
校
に
向
か
っ
て
最
後
の
校
歌
を
歌

い
ま
し
た
。
湯
山
独
自
の
催
し
に
大
変
に
ぎ
や
か
な
雰
囲
気
で
し
た
。
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あ
り
が
と
う　

岩
野
小
学
校

岩
野
小
学
校
１
５
０
年　

２
３
０
５
人
の
歴
史

岩野小旧校舎

岩野小旧第二校舎
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岩
野
小
学
校
校
歌

山
口
白
陽　

作
詞

有
馬
俊
一　

作
曲

一　

球
磨
の
流
れ
は　

霧
を
よ
び

　
　

市
房
山
は　

雲
を
生
む

　
　

山
河
の
粋
を　

集
め
し
さ
と
に

　
　

学
ぶ
誇
り
よ　

よ
ろ
こ
び
よ

　
　

い
わ
の　

い
わ
の　

い
わ
の

　
　

岩
野
校

二　

今
も
沃
野
を　

う
る
お
せ
る

　
　

水
路
は
幸
野　

百
太
郎

　
　

科
学
の
光　

て
り
そ
う
と
こ
ろ

　
　

拓
く
行
く
て
よ　

あ
こ
が
れ
よ

　
　

い
わ
の　

い
わ
の　

い
わ
の

　
　

岩
野
校

三　

同
じ
郷
土
に　

生
い
た
ち
て

　
　

学
び
の
道
に　

手
を
つ
な
ぎ

　
　

希
望
の
星
へ　

こ
ぞ
り
て
進
む

　
　

深
き
え
に
し
よ　

親
し
み
よ

　
　

い
わ
の　

い
わ
の　

い
わ
の

　
　

岩
野
校

　

岩
野
小
学
校
の
沿
革

明
治
６
年
２
月

大
正
９
年
10
月

昭
和
16
年
４
月

昭
和
28
年
４
月

　
　
　
　

11
月

昭
和
34
年
12
月

昭
和
48
年
11
月

昭
和
55
年
３
月

平
成
元
年
11
月

平
成
３
年
〜
４
年

平
成
５
年
４
月

　
　
　
　

６
月

岩
野
小
学
校
創
立
、
校
舎
面
積
（
21
・
５
坪
）

校
舎
改
築

岩
野
国
民
学
校
と
改
称
す
る

学
校
造
林
コ
ン
ク
ー
ル
に
県
下
１
位
入
賞

創
立
80
周
年
記
念
式
典
挙
行

新
校
舎
落
成

創
立
百
周
年
記
念
式
典
挙
行

川
内
分
校
統
合
（
３
月
７
日
式
典
）

校
訓(

自
主
・
創
意
・
忍
耐
）
完
成

市
町
村
道
徳
教
育
推
進
事
業
文
部
省
指
定
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
普
及
事
業
指
定

岩
野
小
学
校
移
転
改
築
（
多
良
木
高
校
水
上
分
校
跡

地
）

運
動
場
整
地
、
砂
場
、
高
鉄
棒
、
低
鉄
棒
、
登
り
棒

設
置

平
成
10
年
２
月

　
　
　
　

11
月

平
成
13
年
４
月

平
成
15
年
２
月

平
成
22
年
８
月

平
成
25
年
９
月

平
成
28
年
２
月

平
成
30
年
２
月

　
　
　
　

６
月

令
和
２
年
４
月

　
　
　
　

８
月

令
和
３
年
10
月

　
　
　
　

11
月

令
和
４
年
10
月

令
和
５
年
３
月

全
国
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
奨
励
賞
受
賞

第
４
回
九
州
へ
き
地
教
育
研
究
大
会

古
屋
敷
小
学
校
統
合

Ｇ
Ｐ
Ｓ
電
子
基
準
点
設
置
工
事

電
子
黒
板
及
び
大
型
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
設
置

熊
本
県
体
力
向
上
優
良
校
表
彰

熊
本
版
環
境
Ｉ
Ｓ
Ｏ
コ
ン
ク
ー
ル
「
優
秀
賞
」
受
賞

Ｉ
Ｃ
Ｔ
コ
ン
テ
ス
ト
学
校
活
用
部
門
入
選

校
務
支
援
ソ
フ
ト
（
ス
ズ
キ
校
務
）
導
入

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
教
育
財
団
研
究
助
成

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
よ
る
情
報
環
境
整
備

熊
本
県
体
力
向
上
優
良
校
表
彰

学
校
情
報
化
先
進
校
表
彰

熊
本
県
体
力
向
上
優
良
校
表
彰

水
上
村
立
岩
野
小
学
校
閉
校
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３
月
18
日
（
土
）、
岩
野
小
学
校
閉
校
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
は
３
部

構
成
で
行
わ
れ
、
第
１
部
で
は
各
種
関
係
者
の
挨
拶
や
校
旗
返
納
、
児
童
代
表

の
言
葉
が
行
わ
れ
、
第
２
部
で
は
児
童
の
ダ
ン
ス
や
在
校
児
童
の
岩
野
小
で
の

思
い
出
、
そ
し
て
今
や
岩
野
小
学
校
の
伝
統
と
も
な
っ
た
鼓
笛
の
演
奏
が
お
こ

な
わ
れ
、
第
３
部
で
は
、
記
念
碑
の
除
幕
式
や
バ
ル
ー
ン
リ
リ
ー
ス
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

１
５
０
年
と
い
う
長
い
歴
史
の
幕
は
閉
じ
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
そ
の
思

い
出
と
伝
統
は
私
た
ち
の
心
の
中
へ
生
き
続
け
て
い
き
ま
す
。
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　３月23日（木）、岩野小体育館において最後の卒業証書授与式が行われ、11名の
児童が卒業しました。校長先生より一人ひとりに卒業証書が手渡され、最後の卒業証
書番号は2305号。４月からは、水上学園７年生として岩野小学校で学んだ伝統と誇
りを胸に頑張っていってほしいです。

　３月23日（木）、湯山小体育館において最後の卒業証書授与式が行われ、４名の児
童が卒業しました。最後の卒業証書番号は2176号。これまで紡

つ む

いできたその歴史に
幕を下ろしました。４月からは、水上学園７年生として湯山小学校で学んだ伝統と誇
りを胸に頑張っていってほしいです。

岩野小学校最後の卒業式

湯山小学校最後の卒業式
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県南初！
水上学園開校

　

４
月
11
日
（
火
）、
義
務
教
育
学
校
「
水
上
村
立
水
上
学
園
」

の
開
校
宣
言
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

県
内
３
校
目
、
県
南
で
は
初
と
な
る
義
務
教
育
学
校
水
上
学

園
は
、
水
上
中
学
校
、
湯
山
小
学
校
、
岩
野
小
学
校
の
３
校
を

統
合
し
て
誕
生
。
９
年
間
の
義
務
教
育
を
一
貫
し
て
行
い
、
異

学
年
と
の
交
流
が
実
施
し
や
す
く
、
中
学
１
年
生
に
上
が
る
際

の
ギ
ャ
ッ
プ
を
な
く
す
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
１
年
生
か

ら
６
年
生
ま
で
を
前
期
課
程
、
７
年
生
か
ら
９
年
生
を
後
期
課

程
と
よ
び
ま
す
。
校
長
１
名
、
副
校
長
１
名
、
教
頭
２
名
を
は

じ
め
と
し
た
、
全
37
名
の
先
生
方
で
児
童
生
徒
を
支
え
ま
す
。

　

当
日
は
、
中
嶽
村
長
が
開
校
を
宣
言
。
続
い
て
、
中
嶽
村
長

か
ら
大
倉
校
長
に
校
旗
が
受
け
渡
さ
れ
、
１
年
生
か
ら
９
年
生

ま
で
の
計
１
４
９
名
の

新
し
い
学
校
生
活
が
始

ま
り
ま
し
た
。

今
年
度
１
年
間
は
、

１
年
生
か
ら
６
年
生
ま

で
は
旧
岩
野
小
学
校
校

舎
で
、
７
年
生
か
ら
９

年
生
は
旧
水
上
中
学
校

校
舎
で
授
業
が
行
わ

れ
、
来
年
度
か
ら
全
学

年
が
旧
水
上
中
学
校
で

一
緒
に
学
校
生
活
を
送

る
予
定
で
す
。
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第１回　水上学園入学式
　４月 11 日（火）、第１回水上学園入学式が行われま
した。今年度は、水上学園が開校して最初の記念すべき
第１回目の入学式で、16名の新入生が入学しました。
　当日は、水上学園９年生のお兄さんお姉さんと手を繋
いで入場し、担任の先生から１人ひとり名前を呼ばれる
と、「はい」と全員元気に返事が出来ていました。また、
生徒代表９年生の田代悠希さんからは「９学年みんなで
取り組む行事もたくさんあるので、新しく始まった水上
学園を一緒に楽しいものにしていきましょう」と歓迎の
ことばがあり、全校生徒 149 名で新しいスタートをき
るにふさわしい日となりました。
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坂下　治さん　３月２２日で１００歳に

消防団入退団式

　令和５年３月 22日、水上村岩野川内地区の坂下治さん（大正 12年生まれ）が 100 歳
の誕生日を迎えられました。水上村では、100 歳到達者に平成７年度から祝い金３０万
円を贈呈しており 22人目となります。
　当日、ご自宅を訪問させていただき、
中嶽弘継村長から「100 歳の誕生日おめ
でとうございます。」とお祝いの目録が贈
呈されました。ご本人は、笑顔でご家族
の話をされ、ご家族の方々も大変喜ばれ
ておられました。
　坂下治さんは、ご自宅のテレビで相撲
を見るのが楽しみであるとのことでした。

　4月７日（金）午後 7時から、水
上村消防団入退団式が岩野公民館で
開催されました。新しく２名の方々
に入団辞令、10 名の方々に退団辞
令が交付されました。
　団長訓辞並びに村長訓辞の後、新入団員を代表して第２分団第３班（湯山覚井班）の川
満武徳団員が「何人をも恐れず良心に従って忠実に消防の義務を遂行することを厳粛に誓
います。」と力強く宣誓。退団者を代表して元第２分団第３班長の椎葉健大さんが入団さ
れてからこれまでを振り返り、火災や風水害等での活動の話や、幹部や団員へ対して感謝
の言葉を述べられ、最後に「今後は消防団発展のために、一住民として側面から見守って
いきたい。」と述べられました。
　新入団員の方は、これから水上村消防団としてご活躍されることを期待いたします。退
団された方々には、これまで水上村民の安全安心な暮らしを守っていただき、ありがとう
ございました。今後のご健勝をお祈りいたします。
退団者名簿
山神　直樹　　宮田班
中村　裕樹　　宮田班
椎葉　健大　　湯山覚井班
西　　貴弘　　上楠班
松下　直揮　　上楠班
下田　貴士　　高瀬班
藤本　　翔　　岩野覚井班
福山　将平　　馬場班
河野太志朗　　北目班
岩釜　隆平　　神揚班
※最高階級、団歴、所属順

入団者名簿
川満　武徳　　湯山覚井班
西本　　健　　舟石・高澄班

機能別入団者名簿
米本　宗徳　　古屋敷班

令和５年度消防団体制
団　長 椎葉　武年
副団長 竹内　誠二
第１分団（岩野・江代地区）
分団長 内田　真治
副分団長 大石　和教
部　長 甲斐　啓志
第２分団（湯山地区）
分団長 上米良祐樹
副分団長 松田　一洋
部　長 椎葉　謙治
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「わんぱくキッズ塾」協力サポーター感謝状贈呈式

女性のためのトラクター講習会

　3月 30 日（木）、岩野公民館において「わんぱくキッズ塾」協力サポーターの皆様へ
感謝状贈呈式を行いました。令和４年度まで湯山地区は湯山地域交流センター、岩野地区
は岩野公民館において放課後子ども教室として放課後の子どもたちの見守りを行ってきま
したが、令和５年４月に水上学園を開校するにあたって、今後は、岩野公民館での実施の
みとなります。
　長年に渡ってご協力いただい
たサポーターの皆様へ感謝の気
持ちを込めて感謝状の贈呈をさ
せていただきました。
　元気いっぱいの子どもたちを
見守っていただき、大変お世話
になりました。
　ご協力いただきましたサポー
ターの皆様には心から深く感謝
申し上げます。

　３月８日（水）、湯山本野地区において、本野中山
間地整備組合（組合長：尾前武志氏）が主体となり、「女
性のためのトラクター講習会」が行われました。現在、
農業年齢の高齢化、後継者不足から、農業の重労働化
により存続自体が危ぶまれています。このような中、今後女性の力がより一層重要になる
と予想され、少しでも女性でトラクターなどの機械を使用できる人を増やし、農業の活性
化、効率化を上げることを目的として行われました。
　当日は４名の方が参加され、JA農機センターと熊本クボタから講師を招き講座を行っ
た後、実際にトラクターに乗って使い方を学びました。初めて、トラクターに乗る方もい
て、始めは戸惑いながらも、だんだんと操作を覚え、最後には、田おこしまで行いました。
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今年もしゃくなげがきれいに咲きました
　江代地区にあるしゃくなげ公園
では、４月下旬に見頃を迎えまし
た。杉山を切り開いた小高い丘を
はじめ、公園周辺には、約 2,000
本が植栽されてあると言われてい
ます。
　丘側は、しゃくなげの木の間を
通ってひとまわりできるように
なっていますが、道幅が狭いため、
通行の際には十分お気をつけくだ
さい。

※写真は、４月 20日現在の様子です。

子どもクッキング教室「自分のお弁当をつくろう !!」
　3月 28日（火）、保健センターにて子どもクッキング教室を行いました。
　今回は 11名の児童が参加し、廣末保健師を含め４名の先生方に教えていただきながら、
「自分のお弁当をつくろう！！」と題して、春のお花見に合わせた栄養たっぷりのお弁当
を作りました。
　自分で作ったお弁当に嬉しそうな子どもたちの顔を見る
ことが出来ました。
　ご協力いただきました講師の皆様には大変お世話になり
ました。
　今回の活動で、令和４年度の事業は終了いたしますが、
今後とも活動へのご参加をよろしく
お願いいたします。
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第２回球磨川リバイバルトレイル
～忘れられない、つなぐ旅へ～

　3月 11日（土）・12日（日）に、第２回球磨川リバイバルトレイルが開催されました。
水上村から八代市まで球磨川沿いの山々を走るレースで、「全国のトレイルランナーの目
と足で、災害と向き合ってもらい、復興の後押しを」という願いが込められています。
コースは 2つあり、「球磨川コース」（167km）は、九州で唯一の 100 マイル（約

160km）を超えるレースで、高城公園（湯山）を11日の朝 5時にスタート。215人が
出走し五木、山江村を経由して、42時間以内のゴールを目指しました。
　もう一つの「川辺川コース」（102km）は、五木源パーク（五木村）を、11日の 11
時 30分にスタートし、205人が 22時間以内のゴールを目指しました。
　ゴールはともに、球磨川河川敷スポーツ公園（八代市）。結果は、球磨川コース判田誠
太選手（24時間 53分 17秒）、川辺川コース西村広和選手（12時間 8分 26秒）が優
勝を収めました。
　参加者の力走は、被災地域への後押しとなったはずです。１日では終わらない、超長時
間トレイルレース。記事内では紹介しきれない、選手一人ひとりの物語。
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写真提供：一般社団法人トラックセッション
写真撮影：小関信平、山本遼

成績や写真については、大会ホームページに
掲載されています。

球磨川リバイバルトレイル 　で検索

URL　http://track
　　　 session.org/krt/
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新行政相談員のお知らせ

　このたび、藏座利実さん(里坊)が総務大臣から行政相談委員に委嘱
されました。
　行政相談委員は、住民の皆様の毎日の暮らしの中で感じた、役所の
仕事に対する苦情や要望などを直接受け付け、住民と役所のパイプ役
となり、その解決・実現のお手伝いをします。相談は無料で秘密は守
られます。
　水上村では、基本的に毎月第２木曜日の13時～15時の間、保健セ
ンターにて相談所を開設しておりますので、気軽にご相談ください。

行政相談所の開設
　相談は無料で秘密は固く守られま
す。お気軽にご相談ください。
日　時：５月11日（木）
　　　　午後１時～午後３時
場　所：水上村保健センター
相談員：行政相談委員　藏座利実　さん
お問合せ先：総務課　尾前颯斗　☎44-0311
※新型コロナウイルス感染症の状況により中止す

る場合があります。

弁護士無料法律相談
日　時：５月11日（木）
　　　　午後１時～午後４時
場　所：水上村保健センター
相談員：弁護士等
※事前に予約が必要

です。

お問合せ先：
水上村社会福祉協議会　☎44-0782

ワンストップ就労相談窓口・ジョブカフェ（無料）
　人吉・球磨地域の人材確保・マッチングのため、ジョブカフェ・球磨ブランチは、事業
所・求職中の方々の支援をしています。
　就労に関するどんなことでも、お気軽にご相談ください。
■５月出張相談会日程

日にち 時間 場所
5月10日（水）

13：00~16：00
湯前町レールウィング　展示体験施設

5月17日（水） あさぎり町ポッポー館2階和洋室
5月25日（木） 多良木町多目的研修センター
5月26日（金） 13：15~16：00 ハローワーク球磨会議室（面接セミナー）

■対　象　者：求職、転職希望の方、採用活動中の事業所、どなたでもOK! 年齢制限なし。
（事業所・求職者本人・家族・学校の先生）

■開 所 時 間：月曜日～金曜日（10：00~17：00）祝祭日は休み（予約制）
■お問合せ先：ジョブカフェ・球磨ブランチ　電話番号：22-0555
■住 所：〒868-8503　人吉市西間下町86－1　球磨地域振興局3階
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ःणऽदु੪ਞदःऌःऌථैघञीपؼ
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【お問い合わせ先】

　保健福祉課　介護保険係
　☎ 44-0313
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課
参
事
）

会
計
室
参
事

江
崎　

邦
臣（
地
方
創
生
推
進
課
参

事
）

保
健
福
祉
課
主
事

高
橋　

朋
宏（
税
務
住
民
課
付
主
事

（
熊
本
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
派
遣
）

地
方
創
生
推
進
課
主
事

中
村　

優
奈（
会
計
室
主
事
）

【
水
上
村
職
員
新
規
採
用
一
覧
】

　
　
（
令
和
５
年
４
月
１
日
）

教
育
課
主
事　

打
越　

理
瑛

税
務
住
民
課
主
事　

青
木　

神
太

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員（
地
方
創
生
推

進
課
）　

西
部　

恭
平

【
水
上
村
職
員
退
職
者
等
一
覧
】

　
　
（
令
和
５
年
３
月
31
日
）

議
会
事
務
局
長（
課
長
）

杉
野　

貴
文

保
健
福
祉
課
参
事　

尾
方　

和
架

税
務
住
民
課
主
事　

藤
本　
　

翔

税
務
住
民
課
主
事　

池
末
康
士
朗

地
方
創
生
推
進
課
主
事

　

福
山　

将
平

建
設
課
水
道
手（
再
任
用
）

小
川
綱
太
郎

上 村 職 員 紹 介水

新しく水上村役場で働くことになりまし
た。住民の皆様に貢献していけるよう努
力していきます。これからよろしくお願
いいたします。

青
あ お き

木 神
か ん た

太（20）
（多良木町）
税務住民課　
（窓口）

他業種からの転職なのでまだ慣れない部
分も多々ありますが、水上村のために、
精一杯頑張ります。

打
うちこし

越 理
り え

瑛（33）
（上楠）
教育課　
（社会教育）

　大阪から来ました西部恭平と申します。
分からないことだらけでご迷惑おかけす
ることがあるかと思いますが、自分なり
に少しでも早く慣れるよう努力しますの
で何卒よろしくお願い致します。

西
に し べ

部 恭
きょうへい

平（29）
（湯山）
地方創生推進課　

地域おこし協力隊

水
上
村
職
員
異
動
等
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②
黒
肥
地
小
学
校

④
2
年
ぶ
り
の
水
上
村
で
の
勤
務
。
そ

し
て
水
上
学
園
の
ス
タ
ー
ト
と
な
る

記
念
す
べ
き
年
に
再
び
水
上
村
で
勤

務
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
大
変

う
れ
し
く
思
う
と
同
時
に
、
職
責

の
重
さ
に
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で

す
。
村
民
の
皆
様
の
期
待
に
応
え
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
全
職
員
で
協

力
し
頑
張
り
ま
す
。
ご
支
援
ご
協
力

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

②
相
良
中
学
校

③
新
聞
を
読
む
こ
と

④
水
上
学
園
創
立
1
年
目
に
巡
り
合

え
た
こ
と
を
と
て
も
光
栄
に
思
い

ま
す
。
新
し
い
可
能
性
を
秘
め
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
水
上
の
子
ど

も
た
ち
の
成
長
に
お
役
に
立
て
る

よ
う
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。

②
錦
中
学
校

③
園
芸

④
新
し
い
水
上
学
園
で
新
し
い
気
持

ち
で
頑
張
り
ま
す
。

②
免
田
小
学
校

③
料
理

④
初
め
て
の
水
上
村
で
わ
か
ら
な
い

こ
と
も
多
い
で
す
が
、
一
生
懸
命

頑
張
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

水
上
学
園

　

４
月
１
日
付
け
で
教
職
員
の
異
動
が
あ
り
、
次
の
先
生
方
が
転
入
・
転
出
さ
れ
ま
し
た
。
転
入
さ
れ
た
先
生
方
に
は
、
本

村
の
教
育
の
向
上
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
転
出
さ
れ
た
先
生
方
に
は
本
村
教
育
の
発
展
に
ご
努
力
い
た
だ
き
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
転
出
先
で

の
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

転
入
さ
れ
た
先
生
方
の
ご
紹
介
を
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

水
上
村

教
育
の
発
展
に
ご
尽
力
を

①
氏
名　

②
前
任
校

③
趣
味　

④
抱
負

①教頭
　佐無田　茂

①教諭
　小川　良平

①副校長
　米　　育史

①教諭
　吉田　和生

ᢎ⢒ᆔຬળڗޓ�������
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転
出
者
※（　

）転
出
校

ᢎ⢒ᆔຬળڗޓ�������
　

令
和
５
年
度
（
２
０
２
３
年
度
）

　
　

水
上
村
立
公
立
学
校
教
職
員
等

転
入
・
転
出
者
名
簿　

水
上
学
園【
前
期
課
程
】  

※（　

）前
任
校

　

校　
　

長　
　
　

大
倉　

幸
代（

岩
野
小
）

　

教　
　

頭　
　
　

横
山　

誠
二（

岩
野
小
）

　

教　
　

諭　
　
　

山
田　

恭
美（

湯
山
小
）

　

教　
　

諭　
　
　

太
田　

秀
昭（

湯
山
小
）

　

教　
　

諭　
　
　

藤
田　
　

優（
岩
野
小
）

　

教　
　

諭　
　
　

山
之
内
仁
美（

岩
野
小
）

　

教　
　

諭　
　
　

井
上　

美
和（

岩
野
小
）

　

教　
　

諭　
　
　

竹
下　

千
穂（

岩
野
小
）

　

教　
　

諭　
　
　

吉
田　

和
生（

免
田
小
）

　

教　
　

諭　
　
　

平
川　

莉
帆（

湯
山
小
）

　

教　
　

諭　
　
　

安
藤　

隆
文（

岩
野
小
）

　

講　
　

師　
　
　

倉
元　

留
美（

岩
野
小
）

　

養
護
助
教
諭　
　

那
須
富
貴
子（

岩
野
小
）

　

学
校
栄
養
職
員　

宮
原　

康
良（

岩
野
小
）

　

事
務
職
員　
　
　

岩
﨑　

未
来（

岩
野
小
）

　

特
別
支
援
員　
　

石
原　

恵
美（

湯
山
小
）

　

特
別
支
援
員　
　

田
上　

信
子（

岩
野
小
）

　

特
別
支
援
員　
　

尾
方
ま
ゆ
み（

湯
山
小
）

　

特
別
支
援
員　
　

山
中　

泰
輔（

岩
野
小
）

　

用
務
員　
　
　

右
田　

一
敏（

岩
野
小
）

水
上
学
園【
後
期
課
程
】  

※（　

）前
任
校

副
校
長　
　
　

米　
　

育
史

（
黒
肥
地
小
）

教　
　

頭　
　
　

佐
無
田　

茂（
相
良
中
）

教　
　

諭　
　
　

小
川　

良
平（

錦
中
）

教　
　

諭　
　
　

畑
田　

優
実（

水
上
中
）

教　
　

諭　
　
　

加
藤　

清
美（

水
上
中
）

教　
　

諭　
　
　

増
井　

愛
美（

水
上
中
）

教　
　

諭　
　
　

石
川　

紘
史（

水
上
中
）

教　
　

諭　
　
　

大
中　
　

敦（
水
上
中
）

教　
　

諭　
　
　

黒
﨑　

真
梨（

水
上
中
）

教　
　

諭　
　
　

髙
橋　

雄
大（

水
上
中
）

養
護
教
諭　
　
　

松
田　

芽
生（

水
上
中
）

事
務
主
査　
　
　

坂
本　

恵
理（

水
上
中
）

講　
　

師　
　
　

東　
　

育
美（

水
上
中
）

講　
　

師　
　
　

平
山　
　

恵（
水
上
中
）

特
別
支
援
員　
　

内
村
は
る
み（

水
上
中
）

特
別
支
援
員　
　

椎
葉　

道
子（

湯
山
小
）

用
務
員　
　
　

柳
川　
　

正（
湯
山
小
）

湯
山
小
学
校　
　
　

校　
　

長　

白
樫　

明
宜
（
五
木
東
小
）

教　
　

頭　

千
葉
冨
美
子
（
岡
原
小
）

教　
　

諭　

深
水　

遼
太
（
岡
原
小
）

養
護
助
教
諭　

尾
前
真
奈
美
（
相
良
中
）

事
務
職
員　

梅
山　

豊
美
（
相
良
北
小
）

補
助
教
員　

深
水　

麻
子
（
黒
肥
地
小
）

岩
野
小
学
校

教　
　

頭　

松
下　

琢
磨
（
大
畑
小
）

教　
　

諭　

宮
原
し
の
ぶ
（
多
良
木
小
）

教　
　

諭　

渋
谷　

茉
由

（
菊
池
・
合
志
南
小
）

講　
　

師　

岩
野　

千
春　

退
職

用
務
員　

元
田　

真
司　

退
職

水
上
中
学
校

校　
　

長　

松
原　

康
近

（
天
草
教
育
事
務
所
）

教　
　

頭　

岩
坂　

秀
彦
（
相
良
中
）

講　
　

師　

上
田　

滉
平
（
球
磨
中
）

用
務
員　

濱
砂　

豊
子　

退
職
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納税のお知らせ納税のお知らせ

5月の税金等
上水道料　　　　　５月分
下水道料　　　　　５月分
住宅料　　　　　　５月分

5月の納付書等発送日　　5月12日（金）
5月の口座振替日　　　　5月25日（木）
5月の納期限　　　　　　5月31日（水）

★口座振替にて納付される場合は、通帳と印鑑を持って金融機関で口座
振替の手続きをお願いします。
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１　日　　時　　令和5年（2023年）5月15日（月）午後7時まで
　　　　　　　　令和5年（2023年）5月28日（日）
　　　　　　　　午前8時30分から正午まで
２　場　　所　　水上村役場　税務住民課

３　持 参 物　　通知カード（お持ちの方）、申請書（お持ちの方）、本人確認書類

　　　　　　　　（運転免許証等）、印鑑

※　マイナンバーカード申請後、受け取りまで約１ヶ月程度かかります。

【令和5年2月末までにカード申請された方】
　マイナポイントの申し込み期限は、令和5年（2023年）9月末まで延長さ
れました。マイナポイント対象カードやアプリは、種類によって申し込み期限
が異なります。申し込み方法が分からない方は、お早めに必要なものを持って
税務住民課にお越しください。

【必要なもの】
①マイナンバーカード　②マイナンバーカードの4桁の暗証番号
③公金受取口座として登録する通帳　④キャッシュレス決済（カードやアプリ）

３月末現在　村民のカード申請率・・・約93％
ご不明な点がございましたら、ご気軽にご相談ください

税務住民課　戸澤

マイナンバーカード申請・受け取り時間延長のお知らせ

⒢ോ᳃⺖ڗޓ�������
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国民年金保険料の免除制度について
　所得が少ないときや、失業等により保険料を納めることができない場合には、本人の申
請によって、保険料が免除される制度があります。
①免除（全額免除・一部免除）申請
　本人、配偶者、世帯主それぞれの前年所得が一定額以下の場合や、失業等の事由があ
る場合に、保険料が全額免除または一部免除となります。

②納付猶予申請
　50歳未満の方で、本人、配偶者それぞれの前年所得が一定額以下の場合に、納付が
猶予されます。

◆過去２年まで遡って免除申請ができます
　一定の将来期間のほか、過去２年（申請月の２年１カ月前の月分）まで遡って免除を申
請できます。ただし、申請が遅れると万一のときに障害年金が受け取れないなどの不利益
が生じる場合がありますので、すみやかに申請してください。

※新型コロナウイルス感染症の影響により収入が減少し、保険料の納付が困難な方に
ついても保険料免除の対象となる場合がありますので、ご相談ください。

年金出張相談のお知らせ
　完全予約制になっております。早めの予約をおすすめします。
○相談会スケジュール

５月 ６月
日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 1 2 3

7 8
人吉

9 10
錦

11 12 13 4 5
人吉

6 7
錦

8 9 10

14 15
人吉

16 17
多良木

18 19 20 11 12
人吉

13 14
多良木

15 16 17

21 22
人吉

23 24
錦

25 26 27 18 19
人吉

20 21
錦

22 23 24

28 29
人吉

30 31
多良木

25 26
人吉

27 28
多良木

29 30

○多良木会場　多良木町多目的研修センター　　
○錦会場　　　錦町社会福祉協議会　　
○人吉会場　　人吉市東西コミュニティセンター

お電話での予約 ･･･ 八代年金事務所予約担当へ　☎：０９６５－３５－６１２３
窓口での予約 ･･･ 水上村役場担当窓口へ
※予約の際はお手元に年金手帳をご準備ください。

お問合せ先：税務住民課　年金係（中田）
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スマホ決済で村税が納付できます！

【対象税目】軽自動車税（種別割）・固定資産税
【利用開始日】令和５年４月１日
【利用できる納付書】※納付書に「eLマーク」とQRコードが印刷されたもの

ｅ
エ ル

Ｌ - ＱＲ納付について
【納付方法】

「地方税お支払いサイト」にアクセスし、対象の納付書に印字されたQRコード（eL-
QR）をスマートフォン等のカメラで読み取る。または、納付書に印字された（「納付書
番号」「収納機関番号」「納付番号」「確認番号」「納付区分」の５つ）を入力し、ご希望
の支払方法を選択して納付してください。
　24時間 365日利用可能です。（システムメンテナンス時を除く。）　

アプリ決済（納付）サービスについて
【ご利用可能なアプリ】

【利用方法】
　アプリをダウンロードし、スマートフォンで納付書のＱＲコードを読み取り、決済を
行ってください。詳しくは各アプリ決済のホームページをご覧ください。

【注意事項】
　・納期限内のＱＲコード付納付書で税額が30万円未満の納付書が利用できます。
　・スマホ決済での納付は領収書が発行されません。アプリの納付履歴でご確認ください。
　・軽自動車税継続検査用納税証明書の発行は役場で別途申請が必要です。
　・アプリで行った取引を消すことはできません。
アプリで納付済みの納付書で二重に納付しないようにご注意ください。

お問合せ先：税務住民課

ｅＬマーク

納付番号等を入力する

ＱＲコードを読みます

納付期限が過ぎたもの
は納付できません



㧟ᐕ㧟   no.616 ��ᐢႎ

ᢎ⢒ᆔຬળڗޓ�������

岩野公民館　図書室より
今月の新刊を紹介します！

みんなのやさしいおかあさん
マザー・テレサ

片柳　弘史

自分の機嫌は「色」でとる
七江　亜紀

インドのカルカッタで、誰にでも献身的に手を差し伸
べたマザー・テレサ。その笑顔と大きな愛で、世界
中の人々を包み込み、人道支援にその生涯を捧げた。
テレサと１年間共に奉仕活動をしてきた作者が、小さ
な子どもたちに、平和のメッセージを送る絵本です。

「自分のための色選び」、できていますか？色の
力を借りて、なりたい自分になろう！著書累計20
万部の「色の専門家」が教える、悩みに合わせた
色の選び方、楽しみ方。自分にぴったりな色を取
り入れて、ご機嫌な毎日を送りましょう。

「認知症の老人」が、「名探偵」たりうるのか。
孫娘が持ち込む様々な「謎」に立ち向かう老人。
日々の出来事の先にある「真実」とは―。認知
症の祖父が安楽椅子探偵となり、不可能犯罪に
対する名推理を披露する連作ミステリー。

誰にでもねぎらわれたい夜がある。つい頑張っちゃ
う人必携。今日の疲れは、今日のうちにさよなら。
自分を慈しむ、エッセイ集。『貴様いつまで女子でい
るつもりだ問題』で第 31回講談社エッセイ賞を取っ
た著者がおくる、セルフケア・エッセイ 48編です。

名探偵のままでいて
小西　マサテル

おつかれ、今日の私
ジェーン・スー

¢â
ŻƢƥ
¢â
ŻƢƥ
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市房ダム洪水対応演習を実施します

◆日時　　１日目　令和５年（2023年）５月11日（木）　９：00～17：00
　　　　　２日目　令和５年（2023年）５月12日（金）　９：00～17：00
◆演習概要
　（１）沿川住民への放流周知等の実施

　球磨川沿いに設置している警報局（全16局）から放送及びサイレンが鳴ります。
　なお、警報局からの放送及びサイレン吹鳴は、１日目（５月11日）のみ実施する予定です。

　（２）情報伝達訓練
　　　関係市町村等への情報伝達訓練を行います。
　（３）机上訓練
　　　ダム職員によるゲート操作等の机上訓練を行います。
◆その他
・演習のため、ダムから実際の放流は行いません。
・演習当日、降雨等によって実際の放流を行うことが予想される場合は、演習を中止する場合があ
ります。

【問合せ先】　熊本県市房ダム管理所　管理課　〒868-0701　球磨郡水上村岩野3-6
　　　　　　TEL：44-0304　FAX：44-0659

Ệếẟềᴾޅإἒἲỉᜩࠊ

ᜩޅإỉˮፗᴾ



①後期課程（中学生）
②旧水上中学校、部活動のない日
③米本 宗徳　他

野球クラブ
後期課程（中学生）対象

①後期課程（中学生）
②村民体育館、部活動のない日
③上村 憲一郎、吉永 裕樹　他

①後期課程（中学生）
②旧水上中学校、部活動のない日
③小野 頼年

柔道クラブ
後期課程（中学生）対象

①後期課程（中学生）
②旧水上中学校、部活動のない日
③田代 浩幸

ソフトテニスクラブ
後期課程 (中学生 )対象

①後期課程（中学生）
②村民体育館 毎週火曜日18:30～20:00
　　　　　　 毎週木曜日18:30～20:00
③球磨郡バドミントン協会男子監督　他

バドミントンクラブ
後期課程（中学生）対象

①後期課程（中学生）
②旧水上中学校、部活動のない日
③小川 恵、福田 知子他

水泳クラブ
後期課程（中学生）対象

村内前・後期課程生
村外小学生・中学生

このプログラムは、今年度 4 月から活動を開始いたします。
なお、各種目の日程プログラムについては、入会手続き後に開始いたします。

ランニングクラブ
①前期課程（小学生）～一般
②旧水上中学校 平 日18：30～19：30
　　　　　　 　水曜日18：00～19：30
③河野太志朗

①後期課程（中学生）
②旧水上中学校、部活動のない日
③那須 良策

ソフトボールクラブ
後期課程（中学生）対象

空手クラブ
後期課程（中学生）対象

。すまりたあに年学の生年３～１校学中＝程課期後、生年６～１校学小＝程課期前。すまし示をとこの程課期後・前の園学上水はと」程課期後「」程課期前「※

㧟ᐕ㧟   no.616 ��ᐢႎ



①前期課程６年生（小学６年生）
②岩野公民館学習室
　毎週火曜日19：00～20：00
　毎週木曜日19：00～20：00
③デイビッド・ロイ・ユールスタイン

英語塾

①前期課程（小学生）
②旧水上中学校野球場
　毎週日曜日  9：00～12：00
③小林 尋志、椎葉 謙治　他

学童野球

①前期課程（小学生）
②村民体育館及び岩野公民館
　毎週月曜日18：30～20：00
　毎週水曜日18：30～20：00
③上村 憲一郎 、吉永 裕樹　他

学童空手

①前期課程（小学生）
②岩野公民館大研修室
　毎週木曜日19：00～20：00
③井上 彩子、中原 奈々

学童ダンス

①前期課程（小学生）
②旧水上中学校体育館内柔道場
　毎週火曜日19：00～20：30
　毎週木曜日19：00～20：30
③小野 頼年

学童柔道

①前期課程（小学生）３年生以上定員 20 名
（１、２年生は 7 月下旬より）

②旧岩野小学校・旧水上中学校プール
　毎週土曜日 13：30 ～ 15：30（予定）
③小川 恵、福田 知子　他

学童水泳

①前期課程（小学生）
②岩野公民館

平日（長期休暇を含む）17：30 ～ 19：00

チャレンジクラブ
①前期課程（小学生）
②旧水上中学校テニス場
　毎週水曜日19：00～20：00
　毎週金曜日19：00～20：00
③甲斐 啓志、永石 龍光　他

学童ソフトテニス

①一般
②岩野公民館中研修室
　毎週水曜日13：30～15：00
③阿部 勤子

気功・太極拳教室

①一般
②和楽時館
　金曜日の部  9：00～16：00
　土曜日の部  9：00～16：00

陶芸教室（金曜日の部・土曜日の部）

①一般
②岩野公民館

毎月第2・4火曜日9：00～11：00
③甲斐 久美子

洋裁教室

①一般
②岩野公民館大研修室

毎月第2・4火曜日9：00～10：30
③坂口 由利子

フラダンス教室

①一般
②岩野公民館中研修室

毎月第 1・3 木曜日 9：30～11：30
③那須 久子

習字教室
①前期課程（小学生）～一般
②湯山地域交流センター
　毎週月曜日 17：00～19：00
③藤田 円香、尾前 美咲

学童和太鼓

学童バドミントン
①前期課程（小学生）3 年生以上
（1、2 年生応相談）※定数 20 人とします。

②村民体育館 毎週火曜日
　　　　　　 毎週木曜日18：00～19：30
③球磨郡バドミントン協会男子監督他

総合運動教室
①4～6年生前期課程（小学生）対象
②旧岩野小学校前期課程

火・木曜日16：15～17：15
③村山 直

※各種目の目的の変更もありますのでご了承ください。

陸 上 教 室
①前期課程（小学生）・一般
②旧水上中学校
　水曜日18：00～19：30
　土曜日  9：00～11：00
③白川明日香、原田直紀

18：00～19：30

�� 㧟ᐕ㧟   no.615ᐢႎ
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その他
水
産
製
品
、液
卵
、漬
物
を

製
造
さ
れ
て
い
る
方
へ

　

食
品
衛
生
法
の
改
正
に
伴

い
、
令
和
３
年
６
月
１
日
時
点

で
水
産
製
品
（
し
ら
す
干
し
、

魚
の
干
物
等
）
や
液
卵
（
鶏
卵

か
ら
殻
を
除
い
た
も
の
）
を
製

造
さ
れ
て
い
る
方
は
、
令
和
６

年
５
月
31
日
ま
で
に
営
業
許
可

の
取
得
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

漬
物
の
製
造
は
条
例
許
可
か
ら

法
許
可
へ
切
替
え
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
営
業
を
行
っ

て
い
る
方
は
、
施
設
を
管
轄
す

る
保
健
所
へ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

問
人
吉
保
健
所

　

☎（
22
）３
１
０
８

その他
ペ
ッ
ト
が
迷
子
に
な
っ

た
と
き
は

　

飼
っ
て
い
る
犬
や
猫
が
迷
子

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
時
は
、保

護
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、次
の
と
こ
ろ
に
届
け

出
て
く
だ
さ
い
。

①
お
住
ま
い
の
管
轄
の
保
健
所

②
行
方
不
明
に
な
っ
た
場
所
に

近
い
保
健
所

③
最
寄
り
の
警
察
署

　

ま
た
、「
熊
本
県
動
物
愛
護

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」で
は
、保
護
さ

れ
た
迷
子
の
犬
や
猫
の
情
報
を

検
索
で
き
る
他
、飼
い
主
が
登

録
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。ぜ

ひ
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

問
人
吉
保
健
所

　

☎（
22
）３
１
０
８

その他
令
和
５
年
度
熊
本
県
調

理
師
試
験
の
実
施

●
試
験
期
日

10
月
28
日（
土
）

●
試
験
会
場　

熊
本
大
学　

全

学
教
育
棟

●
受
験
資
格　

中
学
校
卒
業
以

上
の
学
歴
を
持
ち
、飲
食
店

や
給
食
施
設
等
で
２
年
以
上

調
理
業
務
に
従
事
し
た
経
験

の
あ
る
方

●
願
書
配
布　

５
月
８
日（
月
）

か
ら
県
保
健
所
、県
健
康
づ

く
り
推
進
課
等
で
配
付

●
願
書
受
付　

５
月
８
日（
月
）

〜
６
月
２
日（
金
）

問
・
提
出

（
公
社
）調
理
技
術
技
能
セ
ン

タ
ー

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
堀
留

町
２-

８-

５
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｃ
ビ
ル

5
階

　

☎
０
３（
３
６
６
７
）１
８
１
５

その他
特
殊
肥
料「
椿
油
粕
」は
適

正
に
使
用
し
ま
し
ょ
う

　

特
殊
肥
料
と
し
て
販
売
さ
れ

て
い
る
椿
油
粕
は
、
農
薬
と
し

て
登
録
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

害
虫
の
駆
除
目
的
で
使
用
す
る

と
、
農
薬
取
締
法
違
反
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
椿
油
粕
に
は
魚

介
類
に
影
響
の
あ
る
成
分
が
含

ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、
肥
料
と

し
て
使
用
す
る
場
合
も
、
水
を

張
っ
た
水
田
や
、
用
排
水
路
や

池
な
ど
に
流
出
し
や
す
い
場

所
で
は
使
用
を
避
け
て
く
だ
さ

い
。

問
熊
本
県
農
業
技
術
課

　

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
３
８
１

又
は
最
寄
り
の
各
広
域
本
部

（
地
域
振
興
局
）
農
業
普
及
・

振
興
課
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

その他
農
薬
の
空
容
器
や
不
要
な
農
薬

は
適
正
に
処
理
し
ま
し
ょ
う

　

農
産
物
を
生
産
し
、
販
売
さ

れ
る
方
が
使
用
し
た
農
薬
空
容

器
や
不
要
な
農
薬
は
産
業
廃
棄

物
で
あ
り
、
野
焼
き
や
不
法
投

棄
が
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
悪
質
な
不
法
投
棄
事
案

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
農
薬
空

容
器
等
の
産
業
廃
棄
物
の
処
分

は
排
出
事
業
者
が
適
正
に
処
理

す
る
か
、
廃
棄
物
処
理
業
者
に

処
分
を
委
託
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
な
お
、
各
Ｊ
Ａ
で
は
回

収
日
を
設
け
、
専
門
業
者
に
処

分
を
委
託
し
て
い
る
の
で
御
活

用
下
さ
い
。
詳
細
は
購
入
店
又

は
熊
本
県
農
業
技
術
課
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

問
熊
本
県
農
業
技
術
課

　

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
３
８
１

その他
「
２
０
２
３
年
度「
点
訳
・

朗
読（
音
訳
）奉
仕
員
養

成
講
座
」受
講
生
募
集

　

本
講
座
は
、視
覚
障
が
い
者

に
対
す
る
書
籍
等
の
点
訳
、音

訳
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た

め
に
必
要
な
知
識
、技
術
を
修

得
す
る
も
の
で
、毎
週
木
曜
日

に
点
字
図
書
館
で
開
催
し
ま

す
。具
体
的
に
は
、視
覚
障
害
者

概
論
、点
訳
・
音
訳
の
基
礎
か
ら

応
用
、パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た
電

子
デ
ー
タ
作
成
方
法
な
ど
を
学

び
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、

熊
本
県
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
検
索
！

問
熊
本
県　

点
字
図
書
館
（
水

曜
休
館
）

☎
０
９
６（
３
８
３
）６
３
３
３

お知らせ

information
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information

その他
ハ
ン
セ
ン
病
元
患
者
の
御

家
族
の
皆
様
へ
〜
補
償
金

の
支
給
制
度
に
つ
い
て
〜

　

ハ
ン
セ
ン
病
元
患
者
御
家
族

を
対
象
と
し
た
補
償
金
の
厚
生

労
働
省
へ
の
請
求
が
令
和
６
年

11
月
21
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

熊
本
県
で
は
「
熊
本
県
ハ
ン

セ
ン
病
問
題
相
談
・
支
援
セ
ン

タ
ー
」（
り
ん
ど
う
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
）
に
て
、
請
求
手
続

き
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

請
求
書
類
の
収
集
に
は
時
間
を

要
す
る
た
め
、
お
早
め
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問
り
ん
ど
う
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー

　

☎
０
９
６（
３
６
５
）７
６
０
６

月
曜
日
〜
金
曜
日
（
9
時
〜

16
時
）

人吉・球磨の超宗派寺院によるイベント「三日月花祭」
が開催されます

　５月27日（旧暦の４月８日）は、お釈迦様の誕生日です。
　人吉・球磨の寺院が宗派を超えて一緒にお祝いする「三日月花祭」を開催します。
　浄心寺（城泉寺 /湯前町）で法要を行った後、湯前町レールウィング一帯で三日月マルシェを行い
ます。他にも協力していただく各寺院にて体験イベントがあります。
　詳しくは、下記までお問い合わせください。

開催日：令和５年５月27日（土）・28日（日）
場　所：湯前町レールウイング、浄心寺、ほか
　　　　参加寺院

問合せ
一般社団法人人吉球磨観光地域づくり協議会

　（☎49-9010）
※去年開催時の写真です。
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その他
道
路
に
張
り
出
し
て
い
る

木
の
伐
採
に
ご
協
力
を
!!

　

道
路
や
歩
道
へ
の
枝
の
張
り

出
し
や
倒
木
に
よ
り
歩
行
者
や

自
動
車
等
に
損
害
が
発
生
し
た

場
合
、
樹
木
所
有
者
の
管
理
責

任
を
問
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

よ
っ
て
、
道
路
沿
い
で
樹
木

を
所
有
さ
れ
て
い
る
方
は
点
検

を
実
施
し
て
い
た
だ
き
、
危
険

な
場
合
は
伐
採
す
る
等
の
措
置

を
講
じ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

問
県
道
路
保
全
課

　

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
４
９
５

募　集
あ
な
た
の「
ふ
る
さ
と

の
川
を
き
れ
い
に
し
た

い
！
」を
応
援
し
ま
す
！

　

県
が
管
理
す
る
河
川
に
お
い

て
、
美
化
活
動
を
行
う
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
等
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　

希
望
に
応
じ
て
、
軍
手
や
ご

み
袋
等
の
支
給
、
傷
害
保
険
の

加
入
、
ご
み
の
運
搬
・
処
分
な

ど
の
支
援
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、「
く
ま
も
と　

マ
イ
・
リ
バ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
」

で
検
索
！

　

き
れ
い
な
川
を
保
つ
た
め

に
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
球
磨
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域
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興
局
土
木
部
維

持
管
理
調
整
課
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熊本県子ども・若者総合相談センター
熊本県ヤングケアラー相談支援センター

合同出張相談会 in 人吉
　不登校、ひきこもり、疾病、障がい、就労、人間関係やヤングケアラーに関すること等さまざまな
悩みや心配されていることについてご相談ください。本人はもちろん、家族、関係者の方でも大丈夫
です。
※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、マスクの着用、当日の体調チェック、氏名・連絡先をお
伺いさせていただきます。また、新型コロナウイルスの感染状況によって中止する場合がございま
すので参加希望の方は一度お問い合わせください。

相談日：令和 5年 5月 24日（水）
時　間：10：30～ 15：30　（※ 15：00までにご来所ください。）
会　場：球磨地域振興局　会議室　（熊本県人吉市西間下町 86-1）
料　金：無料
対　象：子ども・若者（ヤングケアラーを含む）とそのご家族、関係者　等
連絡先：熊本県子ども・若者総合相談センター　～　COCON　ここん　～　

熊本市東区月出 3丁目 1－ 120　熊本県精神保健福祉センター 2階
電　話：熊本県子ども・若者総合相談センター 096-387-7000（月～金　8：30～ 21：00）

熊本県ヤングケアラー相談支援センター 096-384-1000（月～金　8：30～ 17：00）
Ｍａｉｌ：kowaka-cocon@wind.ocn.ne.jp・熊本県子ども・若者総合相談センター（24時間受付）
　　　　kumamotoyoung@wonder.ocn.ne.jp・熊本県ヤングケアラー相談支援センター
　　　　（24時間受付）
ＨＰ：http://kowaka-cocon.jp/
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　ごみ袋に入れる前に一度確認を！

～ごみの分別に関するQ＆A～
Ｑ　スプレー缶・ガスボンベ類は、どうやって出すの？
Ａ　穴をあけガスを抜いたうえで、燃えないごみの袋に入れて燃えないごみとし

て出してください。中身が残っていると、破裂や引火の恐れがあります。

Q　焼酎一升瓶やビール瓶は、どうやって出すの？
Ａ　焼酎一升瓶やビール瓶は、販売店又は子ども会の空き瓶回収に出して

ください。

Q　陶磁器製（茶碗・皿）等や鏡はどうやって出すの？
Ａ　割れていない物はそのままでも構いませんが、割れている物は危険防

止のため新聞紙・厚紙で包んで燃えないごみとして出してください。

Q　バッテリーを破棄したいがどうすればよいか？
Ａ　バッテリーはクリーンプラザでは処分できませんので、販売店へご相談ください。

Q　紙類はガムテープなど縛って出してもよいですか？
Ａ　縛る際はビニールひも等で十文字に縛って出してください。粘着テープはリサイクル

できないので使わないようにしてください。

↓ごみの出し方に困った際に、ぜひご利用ください！↓
　　【人吉球磨ごみ分別アプリ】

お問合せ：保健福祉課　☎ 44-0313

環境
だより
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日 SUN 月 MON 火 TUE 水 WED 木 THU 金 FRI 土 SAT

イベント　　お知らせ
税金　　　　元気クラブ

1 2
　健康相談

10時~12時

3憲法記念日 4みどりの日 5 こどもの日 6

7 8 9
　健康相談

10時~12時

10
運動教室
13時30分~15時

11
　  9時30分~
　  13時30分~
3ヵ月児健診
12時50分~
行政相談
13時~15時
弁護士無料相談
13時~16時

12
ひめトレ
10時~

13

14 15
マイナンバー
カード受付延長
17時15分~19時

16
　健康相談

10時~12時

17
運動教室
13時30分~15時

18
　  9時30分~
　  13時30分~
6ヵ月児健診
12時50分~

19 20

21 22 23
　健康相談

10時~12時

24
運動教室
13時30分~15時

25
　  9時30分~
　  13時30分~
4月口座振替日

26 27

28
マイナンバー
カード休日受付
8時30分~12時

29 30
　健康相談

10時~12時

31
5月納期限

☆ごみ袋には必ず名前を書いてください。
※予定ですので、変更になることがあります。

球磨医師会休日在宅医＆当番薬局
日 曜日 病　　　　　　　　　　　院 薬　　　　　局

3 水
仁田畑クリニック　☎ 42-1123
脳神経外科小林クリニック　☎ 38-5670
たかはし小児科内科医院　☎ 24-2222

ひとよし内科　☎ 24-1211
豊永耳鼻咽喉科医院　☎22-2031

ひご薬局多良木店［多］　☎ 49-1011
百太郎薬局［錦］　☎ 28-8123
たんぽぽ薬局［人］　☎ 23-6170

クスノキ薬局御薬園店［人］　☎ 32-9183
ココ薬局［人］　☎ 22-7995

4 木
横山医院　☎ 42-2132
緒方医院　☎ 35-0131
増田クリニック小児科　☎ 22-3570

浜田醫院　☎ 22-3415
人吉皮膚科医院　☎ 22-6211

くま薬局［相］　☎ 35-1300
五日町薬局［人］　☎ 23-6228

人吉けんこう堂薬局［人］　☎ 22-1020
高階誠心堂薬局西間店［人］　☎ 22-7880

5 金
増田耳鼻咽喉科クリニック　☎ 45-8001
たかの眼科　☎ 47-2550
やまむら小児科・内科　☎ 45-0005

人吉リハビリテーション病院　☎ 24-6111
外山胃腸病院　☎ 22-3221

清風薬局サンロード免田店［あ］　☎ 49-9600
くるみ薬局［あ］　☎ 49-9630
エスエス堂きりん本町薬局［あ］　☎ 45-6330

クスノキ薬局御薬園店［人］　☎ 32-9183
宝来調剤薬局［人］　☎ 22-6884

7 日
東病院　☎ 45-5711
犬童内科胃腸科医院　☎ 45-1125
たかはし小児科内科医院　☎ 24-2222

みのだ内科循環器科　☎28-3111
三浦整形外科医院　☎ 22-3401

マリーン岡原薬局［あ］　☎ 45-6023
きりん薬局岡原店［あ］　☎ 45-1280
たんぽぽ薬局［人］　☎ 23-6170

さくら調剤薬局西間店［人］　☎ 22-8850

14 日
犬童耳鼻咽喉科　☎ 43-0777
権頭医院　☎ 36-0008
人吉医療センター小児科　☎ 22-2191

愛生記念病院　☎ 22-6878
吉村皮ふ科医院　☎ 22-7555

きりん薬局原田店［多］　☎ 42-6900
さくら調剤薬局医療センター前店［人］　☎ 32-9657

にのまち薬局［人］　☎ 23-6933
ミユキ薬局インター店［人］　☎ 22-7472

21 日
こんどう整形外科　☎ 45-6555
岩井クリニック　☎ 49-2181
公立多良木病院小児科　☎ 42-2560

あいだ診療所　☎ 25-1651
愛甲産婦人科　☎ 22-4020

きりん薬局免田店［あ］　☎ 49-9120
おかざき薬局［あ］　☎ 49-2905
ファーコス薬局多良木いちご［多］　☎ 42-6888

まえだ薬局［人］　☎ 23-2987
山口薬局［多］　☎ 42-2123

28 日
そのだ医院　☎ 43-2063
高田内科医院　☎ 38-3677
増田クリニック小児科　☎ 22-3570

伊津野医院　☎ 22-3066
豊永耳鼻咽喉科医院　☎22-2031

犬童薬局［湯］　☎ 43-3903
高階誠心堂錦調剤薬局［錦］　☎ 38-4940
五日町薬局［人］　☎ 23-6228

みずき薬局［人］　☎ 24-6971
高階誠心堂薬局本店［人］　☎ 22-4633

［水］…水上村　［錦］…錦町　［あ］…あさぎり町　［多］…多良木町　［湯］…湯前町　［相］…相良村　［人］…人吉市　

ごみ

ごみ

ごみ

ごみ

ごみ

ごみ

資源

資源

資源

不燃

不燃燃えるごみ 燃えないごみ・鉄くず・ガラス・陶器

アルミ缶・スチール缶・透明びん・茶色びん資源

日日

5月 May
ࠃߩ

ߡ

保

保

保

保

保

保

保

保……保健センター（☎44-0782）　さくら…さくらヴィレッジ　　役場…水上村役場
岩公…岩野公民館（☎44-0333）　　石交……石倉交流施設
多保…多良木町保健センター　　　　 湯保…湯前町保健センター

※病院の都合により変更となる場合があります。ご了承ください。
※休日当番医に行かれる際は、事前に電話で確認をお願いします。

岩公

岩公

岩公

石交

石交

石交

岩公

岩公

岩公

岩公

多保

多保


